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『伊
勢
物
語
秘
訣
抄
』

に

つ
い
て

延
宝
期
の
古
典
享
受
1

田

中

葉

子

此
抄

は
あ
る
や
ん
ご
と
な
き
息
女
伊
勢

物
語
を
学
給

ハ
ん
と
て
諸
抄
を

あ

つ
め
御
覧
ず
れ
と
も
其
義
理
あ
ら
は
れ
が
た
く
し

て
抄
も
猶
む

つ
か
し
く

聞
え
が
た
け
れ
は
さ
あ
ら

ハ
此
諸
抄

を
講
釈

の
こ
と
く
に
か
き
し

る
し

て

ま

い
ら
せ
よ
と

の
御
所
望

に

て
有

け
れ
は
伊
勢

物
語

の
よ
み
く
せ
井
な
ら
(註
三
)

ひ
口
傳

を
も

の
こ
ら
ず
講

釈

の
詞

に

て
か
き

し
る

し
侍

る
事

に
な
り

ぬ

(後
略
)

と

い
う
序
を
も

つ
、
『
伊
勢
物
語
秘
訣
抄
』
と

い
う
注
釈
書

が
あ
る
。
本
書

は
延

宝

七
年
刊

で
、
『閾
疑
抄
』

・

『拾
穂
抄
』
な

ど
の
よ
う
に
正
統
的
と
は
言
え
な

い
も

の
の
、
い
わ
ゆ
る
旧
注

に
属
す

る
、
『
伊
勢
物
語
』

の
注
釈
書

で
あ
る
。

『
伊
勢
物

語
』
注
釈
書
研
究

の
ま
と

ま

っ
た
も

の
と
し

て
は
、
夙

に
、
大
津

有

一
氏

『伊
勢
物
語
古
註
釈

の
研
究
』

(昭

29

・
3
)
が
あ
る
が
、
『
秘
訣
抄
』

に

つ
い

て
は
、
次

の
よ
う

に
言
う
。

と

こ
ろ
が
こ
の
秘
訣
抄
と
非
常

に
似
た
も

の
に
伊
勢
物
語
器
水
抄

の
あ
る

こ
と
を
私

は
注
意
し

た
い
。
(
中
略
)
か
や
う

に
初
段

で
も
む
か
し
、
お
と

こ
の
両
条

で
は
器
水
抄

の

一
部
分
を
取

つ
て
、
少
し
文
章
も
変

へ
て
ゐ
る

が
、
う

ゐ
か
う

ぶ
り
し

て
に
至

る
と
殆
ど
器
水

抄
と

一
致
し

て
ゐ
る
。

従

つ
て
秘
訣
抄
は
器
水
抄

に
少
し
手

を
入
れ
た
も
の
と
断
定
し

て
よ
い
と

思
ふ
。

つ
ま
り
、
大
津
氏
は
、
『秘
訣
抄
』

と
関
係

の
深

い
、
『
器
水
抄
』
な
る
注
釈
書

を
指
摘
し
た

の
で
あ
る
が
、

一
方
、

そ
の

『
器
水
抄
』

に

つ
い
て
は
、

集
註
所
引

の
乗

阿

の
説

即
ち
師
云
を
抄
云
と
し

て
引
用
し

て
居
り
、
公
条

や
実
澄

の
説

そ
れ
か
ら
九
禅

抄
な

ど
は
集
註

と
同
じ
く
載

せ

て
ゐ
る
。

従

つ
て
集
註
と

の
間

に
直
接

か
間
接

か
知

ら
ぬ
が
深

い
関
係

の
存
す

る
こ

と
は
認
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
直
接

の
関
係
と

い

つ
た

の
は

一
華

堂
乗

阿

の
註
釈

か
ら
器
水
抄

そ
れ

か
ら
集
註
と

い
ふ

一
連

の
関
係
を
意
味

す
る

の
で
あ
る
し
、

間
接

と
す
れ
ば
、
乗
阿

の
註
を
器
水
抄

と
集
註

の
そ
れ
ぞ

れ
が
継
承

し
た
場
合
を
指
す

の
で
あ

る
。

と
述

べ
る
。
結
局
、
大
津
氏

が
注
目
し
た

の
は
、
『
器
水
抄
』

と

『秘
訣
抄
』
、

『器
水
抄
』
と

『
伊
勢
物
語
集
註
』
、
更

に
、
「
要
す
る
に
、
拝
海

は
、
集
註
を

そ

の
ま

ゝ
と
は
云

へ
ぬ
に
し

て
も
、
略
襲
用
し
た
も

の
」

と
い
う

『集
註
』
と

『伊
勢
物
語
拝
海
』

の
、

そ
れ
ぞ
れ
か
な
り
近

い
関
係

で
あ

っ
た
。

「26「



「

慶

長

13

(
一
六
○
八
)

『
器
水
抄
』
成

(駿
)

慶
安

5

(
一
六
五
二
)

『
伊
勢
物
語
集
註
』
刊

承
応

4

(
一
六
五
五
)

『
伊
勢
物
語
拝
海
』
成

(
践
)

延
宝

5

(
一
六
七
七
)

(
『
徒
然
草
大
全
』

刊
)

延
宝

7

(
一
六
七
九
)

『
伊
勢
物
語
秘
訣
抄
』

刊

延
宝

8

(
一
六
八
〇
)

(
『
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』

刊
)

元
禄

5

(
一
六
九
二
)

(
『勢

語
臆
断
』

成
か
)

『
器
水
抄
』
は
、
蓬
左
文
庫

に
唯

一
蔵

さ
れ
る
写
本

で
、
慶
長
十

三
年

の
祓

(註

2
)

文
を
有
す
る
。
大
本

十

一
冊
、
著
者

は
不
明
。

『
伊
勢
物
語
集
註
』

は
、
大
本
十

二
冊
、
慶
安

五
年
刊

の
板
本

で
あ
り
、

一

華
堂
切
臨
が
、
自
ら

の
師

で
あ
る
乗
阿

の
説

を
中
心

に
編

ん
だ
も

の
。

『
伊
勢
物
語
拝
海
』

は
、

浅
井

了
意

の
著

で
、
大
本
十
冊

の
板
本
、
承
応

四

(註
田
)

年

の
祓
文

が
あ
る
。

さ

て
、
そ

の
後
、
田
中
宗
作
氏

は

『
伊
勢
物
語
研
究
史

の
研
究
』
(昭

40

・
10
)

に
お
い

て
、
諸
注
集
成
的

な
傾
向

の
著

し
い
注
釈
書
と
し

て
、

こ
れ
ら
四
書
を

検
討

し
、

④
秘
訣
抄

の
注

は
、

そ
の
大
部
分
が
器
水
抄

に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

②
仔
海

の
注

は
、

そ
の
大
部
分
が
集
註
を
襲
用
し
、

こ
れ

に
増
補

の
手
を

入

れ
た
も

の
で
あ

る
。

と
推
定
し
、
ま
た
、
ω

の
二
書
と
②

の
二
書

は
、
相
互

に
深
い
関
係

が
あ

る
こ

と
を
確
認

し
た
。

こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
、
諸
抄
を
集
大
成
さ
せ
た
形

の
、
大
部

な
注
釈
書

で
あ

る
。

こ
う
し
た
類

の
も

の
で
あ
る

の
で
、

記
述

が
多

く
重

な
り
合

う
こ
と

は
当

然
と
も
言
え
る
が
、
文

章

の
細

部
ま

で
酷
似

す
る

こ
の
四
書

に
密
接
な
関
係

の

あ
る

こ
と
、
こ
れ
が
従
来
か

ら
言

わ
れ

る
、
『
秘
訣
抄
』
に
関
す

る
特
徴

の
第

一

で
あ
る
。

ま
た
、
『
秘
訣
抄
』

の
特
徴

の
第
二
と
し

て
、

詞

い
や
し
く
な
が
く

し
き
は
愚
な
る
女
中

の
た
め
誰
も

し
ろ
し
め
す

べ

き
と
覚

ゆ
る

ほ
ど

の
事

に
も
注
釈

し
侍

る

ハ
此
物
語

の
初
心

の
人

の
手
引

也
然
と

い

へ
と
も
予
が
愚
意
を
勘

ま
ち

へ
ず
先
達

の
諸
抄
を
詞

に
な
を
す

の
ミ
な
れ
は
名
付

て
秘
訣
講
釈
抄

と
題

し
侍

る
な

ら
し

と

い
う
序

の
記
述
な
ど
か
ら
、
婦
女
童
蒙
向

け
の
著
述
を
意
識
し
た
点
も
あ
げ

ら
れ

て
い
る

(田
中

氏
、
前
掲
書
)
。

本
稿

で
は
、
『
秘
訣
抄
』

に

つ
い

て
考
察
す

る
に
当
た

り
、
了
意

の

順
範
鞠
』

は

『
集
註
』
を
踏
襲

し

て
い
る

こ
と
が
既

に
明

ら
か

に
さ
れ

て
い
る

の
で
、

こ

れ

は

一
旦
除
外
し
、

他

の
二
書
、
す
な

わ
ち

『
器
水
抄
』

・

『
集
註
』
と

い
う

同
系
統

の
注
釈
書

と

『秘
訣
抄
」
と

の
比
較
検
討
を
行
な

い
、
そ
の
上

で
、
『
秘

(註
5
)

訣
抄
』

の
特
徴

・
意
義

に

つ
い
て
考

え
た
い
と
思
う
。

二

 

さ
て
、
『秘
訣
抄
』
に
は
、
著
者
名
と
し

て
は
何

の
記
載

も
な
く
、
自
序

ら
し

き
も

の
が
あ
る
も

の
の
、
そ
れ

に
付
さ
れ

る
署
名
も
な
い
。
だ
が
、
巻

一
の

「当

流
正
意

と
す

る
諸
抄
」

の
あ
と
、
左
下
す
み

に

「高

田
宗
賢
集
」

と
あ
り
、

こ

れ
に
よ

っ
て
、
『
秘
訣
抄
』

の
著
者
は
、
従
来
、
高

田
宗
賢

と
さ
れ
て
き

た
。

と

こ
ろ
が
、

こ
の
高
田
宗
賢
自
体

、
伝

記
が
判
然

と
し
な

い
。
大
津
有

一
氏

も
前
掲
書

で
、

高
田
宗
賢

の
伝
記
は
明
か

で
な
い
。
国
文
学
研
究
史

で
は
彼

の
著
書
と
し

て
延
宝
五
年
刊

の
徒
然
草

大
全

を
挙

げ
て
ゐ
る
。

と

の
み
触
れ
る
。
高
田
宗

賢

の
著
書

と
し
て
は
、
右

の
よ
う

に
、
他

に

『
徒
然
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草
大
全
』
(十
三
巻
十
三
冊
、
延
宝

五
年

刊
)
が
知

ら
れ
る
が
、
本
書

は

『
秘
訣

抄
』
と
同
じ
く
、

『
徒
然
草
』

に
お
け
る
諸
抄

の
注
を
集
め
た
注
釈
書

で
あ
る
。

こ
の

『
大
全
』

も

『秘
訣
抄
』

と
同
様
、
著
者
名
と
お
ぼ
し
き
も

の
は
、

尾
題

「
つ
れ
く

草
抄

全
部
」

の
下

に

「高

田
宗
賢
」
と
あ

る
の
み

で
あ
る
。

さ

て
、

こ
の
宗
賢

に

つ
い

て
、
冨
倉
徳
次
郎
氏
は

『
国
語
国
文
学
研
究
史
大

成
6

・
枕
草
子

・
徒
然
草
』
(昭

35

・
1
)
の

「
研
究
史
通
観

・
近
世
」
の
中

で
、

『
徒
然
草
大
全
』

は
、
延
宝
五
年
刊
、
高
田
宗
賢

の
著

で
あ
る
。
宗
賢

は

山

崎
闇
斎

(
一六

一八
ー

一六
八
二
)
門
下

の
学
者

で
あ
る
。

と
述

べ
て
い
る
。

ま
た
、
『国
書
総
目
録
』

に
よ

っ
て
、
高
田
宗
賢

の
著
書

を
検
索
す

る
と
、

高

田
宗
賢

(正
方

・
未
白
)

伊
勢
物
語
秘
訣
抄

延
宝
七
刊

(宗

賢
)

古
語
拾
遺
示
蒙
節
解

宝
永
四

(未
白
)

神
武
紀
八
首
和
歌
抄

元
禄

一
二

(
正
方
)

徒
然
草
大
全

延
宝
六
刊

(宗
賢
)

中
臣
祓
清
明
抄

(未
白
)

と
あ
り
、
前
記
二
書

の
他

に
も
、
未
白
、
正
方

の
名

で
著
し
た
も

の
が
存
在
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

そ

の

一
つ
、
『古

語
拾
遺

示
蒙
節
解
』
に
は
、
宝
永
六
年
、
巖
崎
守
齋
が
記
し

た
序
が
、
自
序
と
共

に
載

る
が
、

そ
れ

に
は
以
ド

の
よ
う

に
述

べ
ら
れ
る
。

後

う備
高
田
未
「
白
「
翁

從
「
學
.
干
垂
加
先
ト
生
之
「
門

一一純
D
勤
.
精
汐
究

,
用

力
,神
道

さ一有
レ
年
莫

(中
略
)
抑
ー
聞
,
共
P
者
廣
ー
成
ー
之
著

二是

　書

り歳
i
方

。

八
「
旬
而
今
-
日
白
「
翁
之
作
沸
此
ノ
解
↓
高
齢
亦
「
方

、
同
年

こ
の
記
述

に
拠

れ
ば
、
著
者
高
田
未
白
は
、
備
後

の
人

で
崎
門

の
学
者

で
あ
り
、

し
か
も
、

こ
の
序
が
書
か
れ
た
宝
永
六
年

に
は
、
既
に
八
十
歳

の
老
齢

で
あ

っ

た

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
を
裏
付
け

る
も

の
と
し

て
、
猪
原
薫

一
氏

「
高
田
未
白
」
(
「伝
記
」

9
巻

12
号
、
昭

17

・
12
)

に
紹
介
さ
れ
る
、

備
後
靹

の
勝
音
寺

に
存
す

る
未
白

の
墓

が
あ

る
。

こ
れ

に
は

「
高
田
未
白

正
方

墓
/
忠
巖
義
孝
信
士
/
正
徳
五
乙

未
天
十

二
月
十

四
日
」
と
記
さ
れ

て
い
る
ら
し
く
、
残
年

が
明

ら
か

で
あ

る
。

享
年

は
不
明

で
あ

る
が
、
猪

原
氏

が
言
う
如
く
、
『
崎
門
学
脈
系
譜
』
な
ど
を
参

照

し
て
八
十
六
歳
と
す
れ
ば
、
前
述
し
た

『古

語
拾
遺
示
蒙
節
解
』

の
序

の
記

述
と
も
合

い
、

こ
れ

に
間
違

い
な
い
と
思

わ
れ
る
。

よ

っ
て
、
『秘
訣
抄
』
板
行

の
延
宝
七
年

に
は
、
宗
賢

こ
と
未
白
は
五
十
歳

で

(註
6
)

あ

り
、
何
ら
矛
盾
は
な

い
よ
う

で
あ
る
が
、

一
方
、
『
典
籍
作
者
便
覧
』

(文
化

九
年
序
)

に
は
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ

る
。

○
高
田
宗

賢

徒
然
草
大
全

十

三

伊
勢
物

語
秘
訣
抄

十

二

○
高

田
白
翁

古
語
拾
遺
示
蒙
節
解

五

つ
ま
り
、

こ
こ
で
は
、
宗
賢
と
未
白
は
別

に
扱
わ
れ

て
い
る
の

で
あ
る
。

さ
ら

(註
7
)

に
、
同
じ
く
近
世
後
期

の
著
者
別
目
録
と
言
え
る

『近
代
名
家
著
述
目
録
後
編
』

(天
保
十

三
年
序
)

に
は
、

高

田
宗
賢

名
宗
利

称
吉
兵
衛

平
安

人

徒
然
草
大
全

十

伊
勢
物
語
秘
訣

四

枕
草
子
砂

三

と
あ

り
、

宗
賢

は
京

の
人
と

な

っ
て
い
る
。

こ
れ

は
備

後

の
人

で
あ

る
未
白
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(白
翁

・
正
方
)
と
は
異
な

っ
て
お
り
、

別
人
物

で
あ

る
可
能
性

が
高

い
。

そ
し

て
、
次

の
資
料

で
、

こ
の
こ
と
を
確

認
で
き

る
。
盧
騨
著

『
長
崎
先
民

伝
』

巻
下

「
流
寓
」

に
は
、
高

田
宗
賢

に

つ
い
て
の
記
事
が
載

る
が
、

そ
れ

に

は
左

の
よ
う
に
記
す
。

高

田
宗
賢
。
京
師

,人
也
。
善

國
雅

.
…。
而
来
レ
,
崎

ニ教
ー
授
.
。
干
レ
時
余

父
艸
拙
亦
從
レ
之

。學
焉
。

父
艸
拙
も
師
事
し

た
と

い
う
高
田
宗
賢

に

つ
い
て
の
こ
の
記
述
は
、
き
わ
め

て

信
頼

で
き

る
と
言

っ
て
よ
い
。
「
京
師
.
人
」

で
あ
り
、
「
善
一
國
雅
.
一」
と
い
う

こ
と
か
ら
も
、
こ
の
宗
賢
が
、
『秘
訣
抄
』
や

『徒
然
草
大
全
』

の
著
者

で
あ
る

と
思
わ
れ

る
。

以
上
、
『秘
訣
抄
』
の
著
者
高
田
宗
賢

に

つ
い
て
、
従
来

の
宗
賢
崎
門
学
者
説

は
誤
ま
り

で
あ
り
、
高
田
未
白

と

の
混
同
の
結
果

で
あ

る
こ
と

を
述

べ
た
。

三

 

さ
て
、
具
体
的
な
検
討

に
は

い
る
前

に
、
『秘
訣
抄
』
な
ど
三
書

の
関
係
を
考

察
す

る
上

で
、
従
来

よ
り
注
目
さ
れ

て
い
る
点
を
見

て
み
た

い
。
そ
れ
は
、
諸

注
を
引
用
す

る
際

に
、
何
か
ら
引
用
し
た

の
か
と

い
う
、
引
用

の
典
拠

を
示
す

記
述

で
あ

り
、
中

で
も
注
意
す

べ
き

は
、
『
集
註
』
に

「師

云
」
と
記
さ
れ

て
い

一

る
箇
所
が
、
他
書

で
如
何

に
扱
わ
れ

て
い
る
か
と
い
う

こ
と
で
あ

つ
た
。

大
津
有

一
氏
は
、
『
器
水
抄
』
は

「
集
註
所
引

の
乗
阿

の
説

即
ち
師
云
を
抄

云

と
し

て
引
用
」
す
る
と
述

べ
、

一
方
、

田
中
宗
作
氏

は
左

の
よ
う

に
記
し
、

〔器
水
〕

「
口
伝
云
」

「抄

云
」

説
明
項
目

省
略

「
師
云
」

〔集
註
〕

『
器
水
抄
』

の

「
口
伝
云
」
を

『集
註
』

が
全

て
省

略
し

て
い
る
の
は
公
刊

の

た
め

の
措
置

で
あ
り
、
ま
た
、
『集
註
」
の

「師

云
」
は
、
『
器
水
抄
』
で
は

「
抄

云
」
か
、
あ

る
い
は
単
な

る

「
説
明
項
目
」
(出
典
を
示
さ
な
い
も

の
)

に
な
る

と
言
う
。

そ

こ
で
、

『器
水
抄
』

・

『集
註
』

・

『
秘
訣
抄
』

の
三
書

に
お

い
て
、
『
集

註
』
の

「師

云
」
の
注
を
中
心

に
、
三
書
と
も

に
注
が
記
載
さ
れ
る
場
合

に
限

っ

て
、
如

何
に
出
典

が
示

さ
れ

る
か

に

つ
い
て
、
改
め

て
詳
細

に
調
査

を
行

っ
た

(〈
表

1
〉
参
照
)
。

す

る
と
、
確

か
に

『集
註
』

の

「師

云
」
、
即
ち

一
華
堂
乗

阿
の
も

の
か

と
思

わ
れ

る
説

は
、
『
器
水
抄
』
で
は

「
抄
云
」
か

「
説
明
項

目
」
に
な
る
が
、
但

し
、

『
器
水
抄
』

の
巻
三
途
中

(二
十
三
段
)

ま
で
は

「抄

云
」

と
記
す

の
が
大
勢

な

の
に
対
し
、
そ
れ
以
後
は
出
典

を
示
さ
な

い

「説
明
項
目
」
と
な

る
こ
と
が

知
ら
れ

る
。
繁
雑
さ
を
避

け
る
た
め
だ

っ
た
の
か
、

そ
の
理
由

は
よ
く
わ
か
ら

な

い
。

ま
た
、
『
秘
訣
抄
』
に

つ
い
て
言

え
ば
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

い
わ
ゆ
る

「
説
明

目
」
と
な
る
が
、
例

え
ば
、
『器
水
抄
』
巻
二

「
或
抄
云
」
↓

『
秘
訣
抄
』
「或

云
」
、

『
器
水
抄
』
巻

二

「
或
説
云
」
↓

『
秘
訣
抄
』

「或

説
云
」
、

『
器
水
抄
』

二

「
傳
云
」
↓

『
秘
訣
抄
』
「
傳
云
」
、
『器
水
抄
』
巻
四

「
一
説
云
」
↓

『
秘

抄
』
「
一
説

云
」
と
、
『
器
水
抄
』
と

の
か
な
り
正
確

な
対
応
関
係

が
指
摘

で

る
。

つ
ま
り
、
『
器
水
抄
』

と

『
秘
訣
抄
』

と
の
関
係

は
、

『集
註
』

に
は
全

見
ら
れ
な

い
口
伝
が
両
者

に
は
存
在
す

る
こ
と
も
そ
う
で
あ

る
が
、

こ
う
し

出
典

の
引
用

の
記
述
な
ど
か
ら
も
、
か

な
り
直
接
的

に
近

い
も

の
が
窮
え
る

の
で
あ
る
。

『秘

訣
抄
』

の
、
『
器
水
抄
』
と

『
集
註
』
と

の
関
係
、
特

に

『器
水
抄
』
と

の
直
接
的

と
言

っ
て
も
さ
し

つ
か
え
な

い
ほ
ど

の
関
係
を
改
め

て
確
認
し
、

こ
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〈
表

1
〉

器
水
抄

巻

数

器

水

抄

集

註

秘

訣

抄

用
例
数
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れ
を
踏
ま
え

て

『
秘
訣
抄
』
に

つ
い
て
、
以
後
、
考
察
を
す
す
め

て
い
き
た
い
。

四

『
器
水
抄
』

・

『
集
註
』

・

『
秘
訣
抄
』
が
、
内
容
的

に
そ
れ
ぞ
れ
か
な

り

多

く
重
な

り
合
う

こ
と
は
前

述
し
た

が
、

し
か
し
、
詳
細

に
見

て
い
く
と
、

各

々
に
取
捨
す

る
態
度
が
あ
り
、
如
何
な
る
注

を
取

り
、
如
何
な

る
説
を
欠
く

か
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ

の
特
徴

が
窺

え
る
と
思

わ
れ
る
。

う例

え
ば
、
『
器
水
抄
』
に
あ

る
口
伝
庖
、
板
本

で
あ
る

『
集
註
』
が
避
け
た

の

は
、
言
わ
れ
る
如
く
、

公
刊

の
た
め
の
措
置
と
思
わ
れ
る
。
が
、
逆

に
そ
う
し

た

口
伝
を
板
本

で
あ
り
な
が
ら
載

せ
た
点

は
、
『
秘
訣
抄
』
の
傾
向

の

一
つ
と
考

え

る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
よ
う

に
、
具
体
的

に

『秘
訣
抄
』
を
検
討
し

て
み
る
と
、
「
予
が
愚
意

を

勘
ま
ち

へ
ず
先
達

の
諸
抄

を
詞

に
な
を
す

の
ミ
」
と
い
う

『
秘
訣
抄
』
の
序

文
、

及
び
、
諸
注
集
成
的
な
注
釈
書

に
共
通

の
、
先
注

に
対

す
る
批
判
的
態
度

に
乏

し
く
、

進
取
的
面
が
少
な

い
、
保
守
的

な
注

(田
中
氏
、

前
掲
書
)
、

と

い
う

『秘
訣
抄
』

に
対
す

る
従
来

の
評
価

に
は
お
さ
ま
ら
な
い
、

い
く

つ
か

の
傾
向

が
見
出

さ
れ

る
。

右

の
第

一
の
傾
向

に
続
く
第

二
の
傾
向
と
し

て
あ
げ

ら
れ
る
の
は
、
『
器
水

抄
』

・

『
集
註
』

に
多
く
見
ら
れ
る
、
漢
籍

・
漢
文
を
引
用
し

て
の
注
釈
が
、

『
秘
訣
抄
』

に
お

い
て
は
随
分

と
減
少
す

る
点

で
あ

る
。
例
え
ば
十
六
段

で
、

年
た

に
も
と
を
と

て
よ

つ
ハ
へ
に
け
る
を

い
く
た

ひ
君
を
頼

き
ぬ
ら
ん

抄
云

(
器
水
抄
。
集
註

は

「
師
云
今

こ
そ
」
○
秘
訣
抄
は
欠
)
何
事

も
せ

す
と
も
四
十
年

の
中

い
く
た

ひ
か
君
を
女

ハ
頼

つ
ら
ん
者

を
と
也
下
心

ハ
四
十
年
迄
頼

ミ
し
男
を
捨

て
家
出
す
る

こ
と
を
刺
歌
也

愚
見
抄

云
君
と

ハ
有
常
か
妻
を
云
年
月

を
経

て
馴

し
も
今

ハ
と
別

る
有

常

の
心
中
さ

こ
そ
と
推
量

て
思
ふ
と
也

そ
の
心
あ

ま
り
て
き

こ
ゆ
る
也

抄
云

(器
水
抄

。
集
註
は

「師

云
」
)
詩
経

に
婦
人
を
小
君
と

い

へ
る

ハ

君
子

に
双
ふ
ゆ

へ
也

肖
聞
云
四
十
年

馴
た
れ

ハ
そ
の
う
ち
幾
度

い
か
は
か
り
か
有
常
を
女

ハ

頼

つ
ら
ん
に
今
立
別

る
女

の
心
中

さ
こ
そ
悲
し
か
ら
ん
と
妻
を
扶

て
不

(註

8
)

義

な
る
事

を
い
は
す

と
、

『秘
訣
抄
』

だ
け
は
、
中
間

に
位
置
す
る

[

]

部

の
み
を
欠

い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『秘
訣
抄
』
に
は
、
あ
る
章
句

の
注
に
お
い

て
、
他

は
文
章

ま
で

同
じ
で
あ

り
な
が
ら
、
漢
籍

・
漢
文

の
引
用

の
み
が
削
除

さ
れ
る
場
合
が
非
常

に
多

い
。

ほ
い
の
こ
と
く

愚
見
抄
云
女
本
意

な
り

(集
註

「
師
云
」
)
ほ
い
の
こ
と
く
と
云
詞

ハ
大

に
刺

悪

心
也

こ
れ

春

秋

の
文
法
也

春
秋

に
桓
か
七
年

に
春

二
月
己

亥

焚

二
威

丘

一云
く
焚
扶

云
反

火

田
也

識

レ
蓋

レ
物

故

書

此
焚

の
字

ハ
大

に
そ
し

る
詞
也

此
類
也
今
礼
な
く

私

夫
婦

と
な

る
事
を
識
た
る
詞
也

(
器
水
抄

・
集
註
)

ほ

い
の
ご
と
く
と

ハ
愚
見
抄

云
女

の
本
意
也

ほ
い
の
こ
と
く
と
云
也
な

い

く

の
ね
が
ひ
の

こ
と
く
あ

ひ
し
と
也

(秘
訣
抄
)

〈
以
上
二
十
三
段
〉

も
と
し
そ
く

奮
親
族
也

(集
註

「
師
云
」
)

し
ん
を
下
略

し
て
し

そ
く

と
書

た
り
此
詞
源
氏

に
も
あ
り
し
た
し
き
人
に
て
他
人

に
て
も
な
き
と
也

〔斎
宮

の
母

ハ
紀
有
常
が
妹
業

平

ハ
有
常

が
碧

な
れ
バ

一
門
也
其
上
斎
宮

に
密
通
し

て
子
あ
る
中
な
れ
ど
世

を
揮

て
あ
ら

ハ
に

ハ
い
は
ず
只
親
族
と

い
ふ
也

う集
註
の
み
〕
(集
註

「師
云
」)
親
族
と
ハ
し
た
し
忌

也
圏

日
親
族
者
謂
従

一七
世
祖
父
母

一已
来
所

レ有

脊
属
名

う親
族

「也

うく

蒼

公
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云
摂
家

の

一
家
清
花

の
齢
流
ま

て
を
花
族

と
構

レ之
花
族
名
目
抄
ノ
点

(秘
訣

抄

の
み
[

]

部
を
欠
く
)

〈百

二
段
〉

同
様

の
例

は
、
四
十
二
段
八
十
箇
所

に
及
ぶ
。

こ
の
傾
向
は
、
従
来
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
な
、
童

蒙

の
た
め

の
著
述

と
い
う

こ
と
を
意
識
し
、
注
釈
を

よ
り
易
し
く
し
よ
う
と
し
た
、
そ

の
結

果
と
い
う

こ

と
も
考

え
ら
れ

る
。
し
か

し
、
前
述
し
た
よ
う

に
、
『
秘
訣
抄
』
と

『
器
水
抄
』
と

の
、
直

接
的

と
菖

っ
て
も
さ
し

つ
か
え
な

い
ほ
ど

の
関
係
を
考

え
合
わ

せ
る

と
、

そ
こ
に
著
者
宗
賢

の
、
何
か
別

の
意
図
が
あ

っ
た
も

の
と
推
察

で
き
る
よ

う
に
思

わ
れ
る
。
例
え
ば
、
前
述
し
た
三

つ
の
例

で
は
、
『
秘
訣
抄
』

の
み
が
削

除

し
て
い
た
注

は
、
『詩
経
』

・

『
春
秋
』

・

『
礼
記
』
の
引
用

で
あ

っ
た
。
と

す

れ
ば
、
『
秘
訣
抄
』
が
避

け
た
か

っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
漢
籍

に
よ
る
注

に
付

す

る
儒
教
道
徳
的
な
も

の
だ

っ
た
と

は
考
え
ら
れ
な

い
だ

ろ
う
か
。

ま
た
、
『秘
訣
抄
』
に
お
け

る
特
徴
あ

る
傾
向

の
第
三
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る

の

は
、
段

の
大
意

の
記
述

で
あ

る
。
『
器
水
抄
』

・
『
集
註
』

・
『
秘
訣
抄
』
に
は
、

『伊
勢
物
語
』

の
各
段

に
お

い
て
、
注
釈

の
は
じ
め

に
、
そ

の
段

の
主
意
を
述

べ
る
こ
と
が
あ

る
。
全
体

に
わ

た

っ
て
と

い
う
わ
け

で
は
な

い
が
、

こ
れ
が
特

に

『集
註
』

で
意
識

さ
れ

て
い
た

こ
と

は
、

此
書
を
講
す
る
に
先

一
段
く

の
初
に
何
た
る
事
を
書
た
る
と
覚
悟
し
評

判

し
て
見

る
べ
し

(『
集
註
』
巻
レ
二

「
雑
説
」
)

と
い
う

一
文

よ
り
明
白

で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
、
『
秘
訣
抄
』
と

『
器
水
抄
』

・
『集
註
』
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
注

の
大

部
分

が
重
複

し
合

う
、
深

い
関
係
を
も

つ
も

の
で
あ

っ
た
が
、

こ
の
段

の
大
意

に

つ
い
て
も
、

そ
れ

は
勿
論
例
外

で
は
な

い
。
し
か
し
、
具
体
的
に
比
較
検
討

し

て
み
る
と
、
段

の
大
意

は
、

そ
れ
ぞ
れ

の
注
釈
書

の
特
徴

を
、

明
確

に
示

し

て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

ま
ず
、
単
純

に
数

の
う
え

で
比
較
し

て
み
た
い
。
段

の
大
意

が
存
在
す

る
の

は
、

『器
水
抄
」

で
三
十
九
段
と
全
体

の
約
三
分

の

一
、

『集
註
』

で
は
六
十
七

段
と
約
半
数
、
『
秘
訣
抄
』
で
は
十
二
段
と
約
十
分

の

一
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ

の
三
書

に
お
け

る
、

段

の
大
意

の
存
在

の
多
寡
を
見

て
み
る
と
、

『
集
註
』

〉

『器
水
抄
』

〉

『
秘
訣
抄
』
、
と
順
次
減
少
す
る

こ
と
に
気
付

く
の
で
あ

る
。
し

か
も
、
段

の
大
意

が
、
『
秘
訣
抄
』
に
あ
れ
ば
必
ず
他

の
二
書

に
も
あ

り

(十

二

段
)
、
『
器
水
抄
』

に
あ
れ
ば

『
秘
訣
抄
』

に
な
く

て
も
必
ず

『集
註
』

に
は
あ

る

(
.
一十
七
段
)
、
ま
た
、
段

の
大
意
が
存
在
す
る
段

に
は
、
少

な
く
と
も
必
ず

『集
註
』

だ
け
に
は
あ

る

(
二
十
八
段
)
、
と

い
う
状

況
な

の
で
あ
る
。

さ
て
、
前
章

に
お
い
て
、
『
秘
訣

抄
』

に
は
、
特

に

『
器
水
抄
』
と
の
直
接
的

と
言

っ
て
も
さ
し

つ
か
え
な

い
ほ
ど

の
関
係
が
存
す
る
と

い
う

こ
と
を
確

認
し

た
。

す
る
と
、

こ
の
段

の
大
意

の
場
合
、
『
器
水
抄
」

に
あ

っ
て
も

『秘
訣
抄
』

に
な
い

こ
と
が
多

い

(
二
十
七
段
)
と

い
う

こ
と
は
、
『
器
水
抄
』
に
存
在

し
た

大
意

を
、
『
秘
訣
抄
』
が
何
ら
か

の
意
図

で
削
除
す
る

こ
と
が
多
か

っ
た
と
言

え

る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

次

に
、
段

の
大
意

に
お

け
る
、
具
体
的
な
記
述

に

つ
い
て
触
れ
た
い
。

師
云
此
段
好
色
を
刺

る
殊

に
男

あ
る
女

に
み
そ
か
事

あ
る

ハ
曲
事
也
和
漢

共
ハ
に
刑
罰

せ
ら
る

ゝ
法
也
猫

の
ミ
も
あ
ら
ざ
り
け
ら
し
と
記
た
る

ハ
大

に

そ
し
り
た
る
也
是
孔
子

の
春
秋

の
文
法
也

(集

註

に
の
み
存
)

〈
二
段
〉

(集
註

「師
云
」
)
此
段
色
を
好
む

ハ
世

の
な
ら

ひ
な
れ
共
義

を
思

ひ
人
目

を
は
ゞ
か

り
堪
忍
す

る

ハ
本
心

の
人
欲

に
お
ほ

ハ
れ
ぬ
所
也
知

レ
恥
近
レ道

と

い
ふ

ハ
是
也
萬
事

に
わ
た
り

て
如

レ此

つ
ゝ
し
む

べ
し

(器
水
抄

・
集

註

に
存
)

〈
八
十

六
段
〉
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(秘
訣
抄

「
或
抄
云
」
)
此
段

ハ
法

の
こ
と
く
父
母

に
告

て
媒

あ
り

て
嫁

嬰

す

る

ハ
行
末
正
し
き
事
也
そ

の
定
れ
る
時

節
を
ま
た
ず
し
て
よ
か

ら
ぬ
人

の
い
ふ

こ
と

に
な
ひ
く
女

ハ
身
躰

は
ふ
れ
あ
ら
ぬ
さ
ま
に
な

る
た
め
し
を

し
る
し

て
世

人

の
戒

と
せ
り

(
三
書

と
も
存
)

〈六
十
二
段
〉

僅
か

の
例

し
か
あ
げ

ら
れ
な
か

っ
た
が
、

こ
れ
だ

け
か
ら
も
、
段

の
大
意

の

文
章

に
、
あ
る
傾

向
が
見
え
る
こ
と
に
気
付

く
。

そ
れ

は
、

こ
れ
ら
が
教
戒
的

な
言
辞

で
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
他

に
も
、
「
此
段
好
色
を
刺
れ
り
」
(四
段
)
、
「
此

段

ハ
男

の
不
義
を
刺

て
婦
人

の
貞
節
を
美
た
り
」
(
十
五
段
)
、
な
ど
と

い

っ
た

文
章
が
散
見
さ
れ
、
段

の
大
意

の
文
章

の
ほ
と
ん
ど
全

て
に
、

こ
の
傾
向

が
見

え
る
。

と
す
れ
ば
、

こ
う
し
た
段

の
大
意

が
存
在

す
る
段

の
数

が
、
前
述

の
如
く
、

『
集
註
』

〉

『
器
水
抄
』

〉

『秘
訣
抄
』

と
い
う
の
は
、

よ
り
道
徳
的
な
注
釈

書

の
順

で
あ
る
と
も
言

え
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
『秘
訣
抄
』
が

こ
の
よ
う

な
文
章

を
意
識
的

に
削
除

し
た
と
す

れ
ば
、
教
戒
性
を
抑
え
た
か

っ
た
か
ら
と

は
考

え
ら
れ
な
い
だ

ろ
う
か
。

そ
れ
を
裏
付

け
る
も

の
と
し

て
、

以
下

の
例
を
あ
げ
た

い
。

『
秘
訣
抄
』

に

は
、
段

の
大
意

が
存
在
す

る
も

の
が
十

二
段
あ
る

こ
と
は
前
述
し
た
が
、

そ
の

う
ち
半
数

の
六
段

に
お

い
て
、
『
器
水
抄
』
や

『
集
註
』

の
も
の
と
は
文
章
が
改

変

さ
れ

て
い
る

の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

抄
云

(器
水
抄
。
集
註

「
師
云
」
。
秘
訣
抄

は
欠
)
此
段

ハ
女

の
好
色
を
刺

れ
り
此
段

に
昔

と
い
ふ
字

な
し
書
写

す
る
人
お
と
し
た

る
か
又

日
比
月
比

な
と
久

き
事
な

れ

ハ
比

と
い
ふ
字

に
昔

を
も

た
せ
た

る
か
古
来
不
審

也

(秘

訣
抄

の
み
波
線
部
欠
)

〈
十
七
段
〉

心

つ
き

て
色

こ
の
ミ
な

る
男
と

い
ふ
詞
此
段

の
小
序

也
此

一
句
好
色
を
刺

た
る
詞
也

(秘
訣
抄

の
み
波
線
部

「此

}
句

ハ
此
段

の
序
也
」
)

〈
五
十
八
段
〉

の
如
く
、
そ

の
例

の
多

く
に
、
教
戒
色
を

よ
り
軽
減
さ
せ

る
と

い
う
傾
向

が
窺

え
る

の
で
あ
る
。

『秘
訣
抄
」

の
段

の
大
意

に
お
け

る
こ
の
よ
う
な
態

度
は
、

そ
れ
の
み
に
と

ど
ま
ら
ず
、
注
全
体

に
及

ぶ
と

い
う

の
が
、
そ

の
特
徴

あ
る
傾

向

の
第

四
で
あ

る
。

以
下

に
例
を
あ
げ

る
。

ぬ
す
人
な
り
け
れ

ハ

(集
註

「
師
云
」
)
此
詞
大

に
業
平
を
悪
刺
た

る
詞

也
春
秋

の
文
法

に
て
書
た
り
深
く
罪
し
て
盗
人
と
云

り
…
…

(秘
訣
抄

の

み
波
線
部
欠
)

〈
十
二
段
〉

い
さ
さ
か
な
る

こ
と
に
と

ハ

(集
註

「師
云
」
)
女

の
心
急

に
し

て
堪
忍

の
な
き
を
大
に
刺

た
る
詞
也

(秘
訣
抄

の
み
波
線
部

「
女

の
か
ん
に
ん
性

な
き
事
也
」
)

〈
二
十

一
段

〉

お
も

な
く

て
い

へ
る
な

る

へ
し

(集
註

「
師
云
」
)
無

面
目
也
貞
女

に
て

色

に
う

つ
ろ
ふ
ま
し
き
と
知
な
か
ら
猶
か
く
歌

を
や
る
我

し
わ
さ
の
は
か

な
き
を
恥
た
る
な
ら
ん
と
刺

て
書
た
り
不
義
な

る
事
を
恥

る
心
を

た
し
か

に
も
ち
た
ら

ハ
悪
念
を
あ
ら
た
め

て
君
子

な
る

へ
し

(秘
訣
抄

の
み
波
線

部

「
の
心
は
お
も
な
き
也

」)

〈
三
十
四
段
〉

(集
註

「師

云
」
)
あ
め
の
し
た
の
色

こ
の
ミ
の
う
た

に
て

ハ
猶
そ
あ
り
け

る

此

詞
大

に
好
色
を
刺

た
る
詞
也
上
下
愁

に
し

つ
む
折
か
ら
色

め
く
を

云
也

(秘
訣
抄

の
み
波
線
部

「
此
詞
お
も
し
ろ
し
」
)

〈
三
十
九
段
〉

こ
の
よ
う
に
、
『
器
水
抄
』

・

『集
註
』

に
見
ら
れ
る
教
戒
的
な
言
辞

は
、
『
秘
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訣
抄
』
の
同

じ
箇
所

で
は
、
ほ
と

ん
ど
が
削
除

・
改
変
さ
れ

て
い
る

の
で
あ
る
。

以
上
、
『秘
訣
抄
』
と

『
器
水
抄
』
や

『
集
註
』
と
を
、
詳
細

に
比
較
検
討
し

な
が
ら
、
『秘
訣
抄
』
の
特
徴
あ

る
傾
向
を

み
て
き
た
。
そ
の
第

一
は
、
従
来
言

わ
れ
て
い
た
よ
う

に
、
『
集
註
』
に
省

か
れ
て
い
た
口
伝
を
、
板
本
な
が
ら
載

せ

た
こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
、

そ
れ

に
加
え

て
、
漢
籍

・
漢
文
を
引
用
し
た
注

が
減
少
す

る
第

二
の
傾
向
、
段

の
大
意
が
削
除

・
改
変
さ
れ
る
第
三

の
傾
向

、

『秘
訣
抄
」
全
体

に
お

い
て
、
教
戒
的
な
言
辞
が
削
除

・
改
変
さ
れ
る
第
四

の

傾
向

が
窺

え
、
以
上

の
い
ず
れ
か
ら
も
、
道
徳
的
な
教
戒
色
を
避
け
よ
う
と
い

う
、
『
秘
訣
抄
』

の
明
確
な
態
度
が
知
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と

は
、
更

に
別

の
視
点

か
ら
も
立

証

で
き
る
。
『
秘
訣
抄
』
の
著

者
高

田
宗
賢

に
、
『
徒
然
草
大
全
』
な
る
、
『
徒
然
草
」

に
お
け
る
同
様

の
注
釈
書
が

あ
る

こ
と

は
既

に
述

べ
た
。
そ

の
序

に
は
、

此
抄

ハ
玄
旨
公

の
筆
記
を
う

つ
し
侍
る
其
謂
所
は
あ
る
や

こ
と
な
き
御
方

よ
り

つ
れ
く

草

の
難
義
不
審

の
條

く
尋
給

ふ

に
玄
旨

公

一
く
巨
細

に
答

給

ふ
抄
出
な
り

ひ
そ
か

に
写
得

て
こ
れ
を
見
る

に
ま

こ
と

に
傳

聞
兼
好

法

師
今
あ

ひ
て
草
紙

の
難
義
尋
侍
る

に
こ
と
な
ら
ず
よ
ろ

こ
ひ
身

に
あ
ま
り

楽

こ
れ

に
過
ず

(後
略
)

と
あ

り
、
幽
斎

の
説
を
中
心

に
、
『
寿
命
院
抄
』
や

『
野
槌
』
な
ど
の
諸
抄

を
集

成
し

た
も

の
と
述

べ
る
。
そ
し

て
、
「
一
部

の
大
意

の
事
」
と
い
う
項

に
、
幽
斎

の
説
と
し

て
次

の
よ
う

に
記
さ
れ

て
い
る
。

問
云

つ
れ
　

草

の
大
意

ハ
儒
釈
道

の
中

に
は
い

つ
れ
を
む
ね
と
し

て
作

れ

る
や

旨
云
儒
釈
道
あ
り
神
道

歌
道

あ
り
故
事
古
実
あ

り
恋
無
常
雑
談

あ
り
然
と
も
兼
好

ハ
仏
者
な
れ
は
わ
が
得

た
る
方

に
心

よ
せ
た
り
と

み
る

へ
し
儒
老

荘
な

ど
は
縁

に
ひ
か
れ
事

に
よ

り

て
す

こ
し
き
な

る
も

の
也

(
後
略
)

更

に
そ
の
後

に
、
『
徒
然
草
』
に
お
い
て
、
何
を
主
旨

に
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
段

が

書

か
れ
て
い
る
か
と

い
う

こ
と
を
列
記
し
、

「
仏
教

の
段

く
」

を
二
十
六
段
、

「儒
道

の
事
有
段

く
」
、

「神
道

の
段

く
」
、
「
歌
道

の
段

く
」
を
そ
れ
ぞ
れ
四
段

ず

つ
あ
げ

て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
「
儒
道
」

に
対
し

て
だ
け
は
、

百
廿
九

顔
回

は
人

に
労
を

ほ
と

こ
さ
し
此
段
も
中

程

に
実
有

の
相

に
着

せ
ざ
る
と
云
事
あ
り
仏
者

の
名
目
也

百
計

三

天
子

の
御
枕

せ
さ
せ
給
ふ
所

に
孔
子
も
東
首
し
給

ふ
と
あ
り
さ

の
み
儒
を
と
く

に
あ
ら
す

(
マ
マ
)

計

五

貝
を

お
ほ
ふ
と
云

の
お
く

に
禺

の
ゆ
き

て
三
苗
を
せ

い
せ
し
と
云

(マ
マ事
あ

り
始
終
儒

に
あ
ら
ず

七
十
五

萬

の
事

た
の
む

へ
か
ら
す

右
之

四
段

如
レ
此
考
れ
と

も
儒
道
を
と
く

に
て
は
な
き
也
私
云
問

云

四
書
五
経
を

ひ
か
す
と
も
世

の
た
め
人

の
為

に
教
戒

の
端

と
な

る
事

ハ
通
じ

て
道
也
道

ハ
天
理
也
天
理
を
説

を
儒

と
云
な
れ

ハ
皆

儒
な
ら

ん
や
私
答
云
其

こ
と
は
り
な
ら
は
仏
経
神
書
雑

書
等
も
儒

書
と
可
レ
謂
欺

と
、

そ
の

一
つ

一
つ
に
批
判
を
加
え
る

の
で
あ
る
。

『
徒
然
草
』
を
注
釈
す

る
に
あ
た

っ
て
は
、
殊
に
近
世

も
初
期

ま
で
は
、
儒

仏
神

(あ
る

い
は
道
)

の
、

お

の
れ

の
拠
る
立
場

で
も

っ
て
説
く

こ
と
が
多

か

っ
た
。

こ
の

『
徒
然
草
大
全
』

の
態
度

は
、
兼
好

は
仏
者

で
あ

る
の
で
仏
教

を
旨
と
し
た

の
で
あ
ろ
う
と

い
う
も

の
な

の
だ
が
、
特

に
、
そ
の
儒
教
的
な
見
方

を
悉
く
否
定
し
、
強
く
反
発
し

て
い
る

こ
と
が
明
確

に
知

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
『徒
然
草
大
全
』
に
お
け
る
宗
賢

の
こ
う
し
た
態
度

は
、
『
秘
訣
抄
』

に
お

い
て
、
漢
籍

の
引
用
や
段
の
大
意
を
削
除
し
、
教
戒
的
言
辞
を
改
変
し
た

も

の
と
同

一
な

の
で
あ

っ
て
、

こ
こ
で
改
め

て
、
儒
教
道
徳
的
、
教
戒
的
な
立
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場

で
占
典
を
読
む

こ
と
を
否
定
す
る
、
宗
賢

の
基
本
的
姿
勢
が
明
ら
か

に
な
る

の
で
あ

る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
『
秘
訣
抄
』
及
び

『
徒
然
草
大
全
』

の
著
者
高
田
宗
賢
が
、
崎
門

の
高

田
未
白

で
は
あ
り
え
な

い
こ
と
も
、
逆

に
証

明

で
き
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

五

『
伊
勢
物

語
集
註
』

は
、
切
臨
が
自
ら

の
師

で
あ
る
乗
阿

の
説

を
中
心

に
編

ん
だ
も

の
で
あ
る
が
、

そ
の

『
伊
勢
物
語
』
享
受

の
態
度

に

つ
い
て
は
、

師
云
此

物
語

ハ
大
率
好
色

を
面

に
書
し

ハ
人

の
好

む
事

を
以

て
道

に
引
入

ん
為
也

(中
略
)
此
書
も
色

こ
の
む
事
を

い
へ
ど
も
下

の
意

ハ
仏
教
儒
教

と
同

じ
事
也

(中
略
)
好
色
を
記
す

ハ
禁
ん
為
也
無
為

の
極
楽
を
願
も

の

に
五
欲
を
満
足
す

る

ハ
浄
土
也
と
を
し
ゆ
る
は
五
欲

を
は
な
れ
し
め
ん

の

方
便
な

る
が
ご
と
し

(
『集
註
』
巻
十

二

「
大
意
」
)

此
物
語

に
て
道

の
お

こ
な
ひ
や
う
を
よ
く
覚
悟
し

て
其
上

に
相
傳

の

一
ま

き
を
見

て
常

に
工
夫

し
道
を
明

に
せ
る
師

に
封
し

て
心
よ
り
心

に
傳

て
獲

明
せ

バ
生
前
死
後
天
地

万
物

の
上

に
不
審
あ

る
こ
と
な
く
天
眼
通
を
得

て

諸
神
諸
仏

に
面
封
す
る
事
仏
儒

の
教

理
を
習

ハ
ず
し

て
や
ま
と
詞
を
以
し

り
あ
き
ら
む
る

こ
と
あ
り
か
た
き
を
し

へ
也

こ
の
ゆ

へ
に
歌
道

ハ
諸
道

と

い
ふ
也

(『
集
註
』
巻
十
二

「雑
説
」
)

と
説
く
よ
う

に
、
物

語
を
道
を
説

く
た
あ

の
も

の
と
考
え
る
、
道
徳
的

な
文
学

〔註
11
)

観

で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
近
世
初
期

に
特
徴
的
な
態
度

で
あ
り
、
ま
た
、

「集
註
」

と
い
う
題

名
も
、
「
四
書
集
注
」
を
意
識
し

た
、
そ
う
し
た
態
度

よ
り
生

ま
れ

た

も
の
に
相
違

な
い
.

こ
う
し
た

『
集
註
』
あ

る
い
は

『
器
水
抄
』

に
対

し

て
、
材
料
を
同

.
)
く
う
4

て
成

っ
た

『秘
訣
抄
』
は
、
こ
れ
ら
先
行

の
二
書
と

は
、
『
伊
勢
物
語
』
享
受

の

態
度
を
、
根
本
的
な
と

こ
ろ

で
異

に
し

て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

こ
の
こ
と

は
、

前
章

で
述

べ
た
よ
う

に
、
教
戒
性

を
抑

え
る
た
め
の
、
先
行

の
文
章

の
削
除

や

改
変
と

い

っ
た
特
徴
か
ら
、
十
分
に
理
解

で
き
る
が
、
そ
れ
ば
か

り
で
は
な

い
。

『
秘
訣
抄
」
に
は
、
批
判
的

態
度

に
乏

し
い
ど
こ
ろ
か
、
『
器
水
抄
』
な
ど

の
注

に
、
真

正
面
か
ら
反
論
す

る
こ
と
ま

で
あ

る
か
ら

で
あ
る
。
(
以
下

の
例

で
、
い

ず
れ
も
前
半
は

『
器
水
抄
』

・

『集
註
』

・

『
秘
訣
抄
』

に
共
通
す
る
も

の
、

後
半

の
[

]

部
分
は

『秘
訣
抄
』

の
み
に
付
加
さ
れ
た
も

の
。
)

(集
註

「
師
云
」
。
秘
訣
抄

「或
説

云
」
)
か

ゝ
る
事
と

ハ
恋
を

い
ふ
高
も

い
や
し
き
も
好
色

の
道

ハ
身

ほ
ろ
ほ
し
家
を
み
た
り
天
下
国
家

の

一
大
事

に
て
万
民

の
く
る
し
ミ
と
な

る
事

そ
と
歌

に

ハ
あ
れ
と
も
作
者
が
猶
又
恋

に
詞
を
加

て
ふ
か
く
戒

た
り

右

の
か

ゝ
る
事

と
い
ふ
よ
り
す

へ
ま

で
の
抄

ハ
此
所

に
不
叶
誤
也

尊
を
お

も
ひ
い
や
し
き
を
す

つ
る

ハ
む
か
し
も
今
も
世

の
こ
と
わ
り
と
い
ふ
事
也

世

の
こ
と
は
り
と
云
を
世

の
な
ら
わ
せ
と
か
ろ
く
み
る

へ
し
好
色

を
戒

た

り
と
云
に
は
あ

ら
す
好
色

ハ
尊
も

い
や
し
き
も
か

ハ
ら
ぬ
と
い
ふ
事
也

〈九
十

三
段
〉

(集
註

「師
云
」
。
秘
訣
抄

「
或
説

二
」
)

こ
ゝ
う
さ
し

ハ
い
や
ま

さ
り
と

ハ
女

の
節
義

の
正
し
き
を
感
し

て
深
切

に
思

ふ
事

い
よ
く

ま
さ

る
と
也

源
氏
君
空
蝿
と
云
女
の
貝
義
よ
か
ら
ね
共
貞
節
な
る
を
感
し
て
一
生
大
切

に
せ
ら
れ
し
に
似
た
り

右
之
説
非
也
節
義

あ
る
を

以
て
心
ざ
し

の
い
や
ま
し
な

る
に

ハ
あ
ら
ず

に

く
げ
な
れ
ど
も
し
た
ふ
を
恋

の
情
と

い
ふ
も

の
也

翫



今
出

川
近
衛

が
歌
拾
遺
集

に
入

う
ら
み
て
も
猶

し
た

ふ
哉
恋
し
さ

の

つ
ら
さ

に
ま
く
る
な
ら
ひ
な

け
れ

ハ

此
歌

の
心
也
源
氏

の
空
蝿

の
事
も
節
義
あ
る
を
以

て
光

君

の
心

よ
せ
給

ふ

に

ハ
あ
ら
す
光
君

の
本
性

は
心
づ
く
し
な
る
事

に
お
ぼ
し
と
ゴ
む

る
く

せ

な
ん
あ
る
と
箒
木

に
み
え
た
り
あ
や
ま

る
べ
か
ら
ず

〈百
五
段
〉

(集
註

「師
云
」
。
秘
訣
抄

「
或
抄
云
」
)
此
段

ハ
業
平

か
り
そ
め

に
二
条

后

に
思
ひ
を
か

け
て
そ
の
は

つ
か
な
る
が
種
と
な
り
物
思

ひ
に
身

く

つ
お

れ
京

に
あ

ら
れ

じ
て
あ
づ
ま

の
は

て
ま

て
は
ふ
れ
あ
り
く
ゆ

へ
に
万
事
始

を
少

の
事
を
も

つ
ゝ
し
め
と

い
ふ
心

に
書
り

右
之
抄

あ
や
ま
り
也
此
物
語

は
好
色
を
戒
ん
た
め

に
非

す
又
す

ゝ
む
る
に

あ

ら
す
詠
歌
述
作

の
た
め

に
伊
勢
が

つ
く
り
た
る
物

な
れ
は
あ

り
の
ま

ゝ

に
見
る

へ
し
底
意
を
用

へ
か
ら
す

〈百
十
六
段
〉

こ
こ
で
宗
賢
が
強
調
し

て
い
る

の
は
、
ま
ず
、
『
伊
勢
物

語
』
は
好
色
を
戒
め

る
と
い

っ
た
、
道
を
説
く
た
め

の
も

の
で
は
決

し
て
な
い
こ
と

で
あ

っ
た
。

た
、
「
に
く
げ
な
れ
ど
も
し
た
ふ
を
恋

の
情
と

い
ふ
も
の
也
」
と
、

の
も
の
の
あ

は
れ

の
説

に
通
じ
る
か

の
よ
う
な
見
解
す

ら
見

え
て
い
る
。

て
、
『伊
勢
物
語
』
は

「
詠
歌
述
作

の
た
め
」
の
も

の
、
と
規
定
す

る
の
で
あ

る
。

抑
此
物
語

の
宗
と
さ
す
所
は
歌
道

な
る

へ
し
定
家
卿
を
始
と
し
代

く
の
歌

人
此
物
語
を
詠
歌

の
た
め

に
用
ひ
給

へ
り
又
定
家
も
歌
道
と
見
給

へ
る
謹

拠

は
可
・翫
二
詞

花
言

葉

一と

い

へ
り
此
心

ハ
歌
を
詠
す

る
良
材

に
し

て
述

作

の
た
よ
り

に
み
よ
と

の
教
也

(巻

一

「伊
勢
物
語
題
号
井
作
者

ノ
事
」
)

ま

一
見
、
宣
長

そ
し

又
此
物
語

ハ
恋
を
以

て
恋

を
や
め
さ
せ
た
り
と

い
ひ
又
云

こ
ひ
を
以

て
道

に
引
入
ん
為
也
逐
こ
れ
此
物
語
を
歌
書
と
見
ず
し

て
よ

の
事

に
な
す
故

也

物
語

一
部
全
篇
を

見
る

へ
し
恋
を
す

ゝ
む

る
詞
も
な
く
又
戒
む
る
心
も
な

き
な
り
唯
定
家

の
見
給

へ
る
ご
と
く

に
歌
道

の
述
作

の
便

に
見
る
を
正
見

と
す

へ
し

(同
前
)

こ
れ
ら
も
、
全
く
同
じ
理
解
を
示

し
て
い
る
。

『
秘
訣
抄
』
の
著
者
高
田
宗
賢

に
と

っ
て
、
『伊
勢
物
語
』
は
す
ぐ
れ
た
和
歌

を
詠
む
た
め

の
も

の
だ

っ
た
=

こ
れ
は
従
来
と
同
じ

で
あ
る
。
た
だ
明
ら
か

に
異
な
る

の
は
、

道
徳
的

な
も

の
に
束
縛

さ
れ
な

い
文
学
観

で
あ

っ
た
。

山
ノ、

『
秘
訣
抄
』
と
ほ
ぼ
同
時
期

に
出
板

さ
れ
た

『
伊
勢
物
語
』

の
注

釈
書

に
、

北
村
季
吟

の

『伊
勢
物

語
拾
穂
抄
』

が
あ

る
。

そ
の
践
文
か
ら
、
成
立
は
寛
文

三
年
以
前
と
さ
れ
る
が
、
板
行

は
延
宝
八
年
、
『
秘
訣
抄
』
の
翌
年

で
あ
る
。

こ

の
季
吟

の

『拾
穂
抄
』

は
、
永

い
間
大
き
な
影
響
を
与
え
た
、

い
わ
ば

『閾
疑

抄
』

に
続
く
、

旧
注

に
お
け
る
最
も
正
統
的
な
注
釈
書
と
言
え
る
。

そ

こ
で
、

最
後

に

一
例

を
あ
げ

て
、

『拾
穂
抄
』
と

『
秘
訣
抄

』
と
を
比
較

し
て
み
た
い
。

取
り
あ
げ
た
の
は
四
十
九
段

で
、
従
来
よ
り
、
兄
妹

の
恋
愛

と
み
る
か
否

か

(註
12
)

 で
解
釈

の
分

か
れ

る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
当

時
最
も
正
統
的

な

『
拾
穂

抄
』
は
、

玄
常

に
は
業

平

の
妹

を
懸
想
し

て
よ
む
と

い

へ
ど
し
か
ら
ず
妹
を
不
便

に

思

ひ
て
憐
慰

に
て
い

へ
る
也

(中

略
)
彼
物
が
た
り

(源
氏
、
総
角

…
引

用
者
注
)

に
て

ハ
態
好
色

に
用

ひ
な
し
た
る
も

か

へ
り
て
面
白
く
侍

に
や

此
物
語

に
て

ハ
さ
や
う

に

ハ
心
得

ま
じ
き
也
是

二
条
家

の
和
歌

の
心
ば

へ

に
て
侍

に
や
詩
三
百
篇
も
男
女

の
事

を
も
ち
て
政
道

の
た
す
け
と
し
た
る

事
お

ほ
し
源
氏
伊
勢
物

語
も
其
心

に
て
見

る
事
歌
道

の
習

ひ
に
て
侍
り

=36一



と
、

『閾
疑
抄
』

の
説
を
踏
襲
し
、
憐
慰

で
あ

っ
て
恋
愛

で
は
な
い
と
述

べ
る
。

こ
れ

に
対

し
、
契
沖

『
勢
語
臆
断
』

で
は
、

す

こ
し
け

さ
う
し

て
此

歌
を
よ

ま
れ
た

る
な
り
。
下

に
な
り

ひ
ら
の
事

を
、

ひ
と

つ
子

に
さ

へ
あ
り
け
れ
ば
と
あ
れ
ば
別

の
腹

の
妹

に
や
。

(中

略
)
異
腹

の
妹
な
と
は
后

に
た

ゝ
せ
た
ま

へ
る
事
も
其
例
お

ほ
け
れ
は
、

昔
は
く
る
し
か
ら
ぬ
故

あ
り
け
れ
ば

こ
そ
し
か
り
け
め
。
此
事
内
典
外
典

に
よ
り

て
い

へ
ば
、

お
ぼ

つ
か
な
か
ら

ぬ
に
し
も
あ
ら
ね
ど
、
本
朝

は
神

道
を
本
と
す
。
然

る
に
神
代

よ
り
有
け

る
事
な
れ
ば
、

み
だ
り
に
議
す

べ

か
ら
ず
、
後

に
嫌

は
し
き
事
と
な
れ
る
を
も

て
、
昔
を
難

す

へ
か
ら
す
。

又
昔

を
も

て
後

の
例
と
す

へ
き
事

に
も
あ
ら
ず
。

或
抄

に
し
ひ
て
業
平
を

た
す

け

て
、

け
さ
う

に
は
あ
ら
す
と

い
へ
と
、

さ
ら
ば
齋
宮

二
條
后
な
と

(註
13
)

の
事

は
い
か

に
と
か
お
も

へ
る
。
た

ゝ
あ
り
の
ま
ま
に
さ
て
有
な

ん
。

と
説
か
れ

る
。

つ
ま
り
、
異
腹

の
兄
妹
と
い
う
合
理
的

な
解
釈
と
、
そ
れ

に
加

え
て
、
古
典

は
古
典

の
時
代

に
お

い
て
あ
り
の
ま
ま
に
見

る
べ
き

で
、
後

の
道

徳
観
や
価
値
観

で
も

っ
て
、
批
難

し
た
り
規
範
と
し
た
り
す

る
に
は
当
た
ら
な

い
と

い
う
理
解
が
見
え
る
。
新
注
と
す

る
ゆ
え
ん
で
あ

る
。

こ
う
し
た
解
釈

の
中

で
、
『
秘
訣
抄
』
は
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ

る
の
か
。
や
は

り
、
『
器
水

抄
』

・

『集
註
』

と
比
較
し

て
検
討
し
た

い

(
〈表

2
>
参

照
)
。

ま
ず
、
本
稿

で
こ
れ
ま

で
述

べ
て
き
た
よ
う
に
、
『
集
註
』
の
み
が
口
伝

の
部

分
を
欠

い

て
い
る
こ
と
、
『
秘
訣
抄
』
の
み
が
漢
籍

の
引
用
、
そ
の
他

の
教
戒
的

な
言
辞

を
欠

く
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。
例

え
ば
、
『
秘
訣
抄
』
の
み
に
見
え
な

い

『梵
網
経
』

の
引
用

に
は
、

と
い
ふ
も
兄
弟

の
婚
す
る
事
を
戒

た
り
か
や
う
の
い
さ
め
を
成
さ
ん
為
也

(集
註

「
に
」
)
書
た
る
者
也
女

子
な
と
を

は
い
か

に
も
よ
く
は
く

ゝ
む

へ

き
事
と
云
義
也

と

い
う

一
文
が
付

さ
れ

て
い
る
の
で
あ

る
。

ま
た
、
『集

註
』
が
特

に
教
戒
性

に
徹
し

て
い
る

こ
と
、
そ
し

て
、
『
器
水
抄
』

と

『秘
訣
抄
』

が
同
じ

よ
う

に
口
伝

こ
の
段
を
憐

患
と
み
る
説
、
恋
慕
と

す
る
説
、

虚
段

と
い
う
説

を
あ
げ
な
が
ら
も
、

『
器
水
抄
』

が
他

は
ほ
ぼ

『集
註
』
と
同

一
で
、
教
戒
的
言
辞
が
散

見

で
き
る
の
に
対

し
、
『秘
訣
抄
』
が

こ
う
し
た
道
徳
的
読
み
を
、
意
識
し

て
削
除

し
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ

る
。

こ

の
点
、
「
政
道

の
た
す
け
」
と
述

べ
る

『拾
穂
抄
』
と

は
全
く
異
な

る
。

そ
し

て
、
こ
こ
で
最

も
注
目

さ
れ
る

の
は
、
『秘
訣
抄
」
に
の
み
末
尾

に
付
さ

れ

る

一
文

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
業
平

が
妹
を
憐
悪
し
た
と

い
う
説
を
否
定
し
、

あ

り
の
ま
ま

に
恋

愛
と

み
る

こ
と
、

こ
れ
は
契
沖

と
も
共
ハ通
す

る
理
解

で
あ

る
。
と

こ
ろ
が
、
『
秘
訣
抄
』
が
契
沖
と
異
な
る

の
は
、
こ
れ

は

「虚
」

で
あ

っ

て
、
だ
か
ら
揮

る
こ
と

は
い
ら
な

い
と

い
う
態
度

で
あ

っ
た
。

そ

の
虚

の
説

と

い
う

の
は
、
確

か
に

『
器
水
抄
』
に
口
伝
と
し

て
載
る
も

の
で
は
あ
る
が
、
『秘

訣
抄
』

は
右

に
述

べ
た
独
自

の

一
文

を
付
す

る
な
ど

こ
れ
を
徹
底

さ
せ

て
お

り
、

し
か
も
板
行

に
及
ん
だ

の
で
あ
る
。

以
上

の
よ
う
に
見

て
く

る
と
、
『
秘
訣
抄
』
は
、
先
人

の
注
を
批
判
す

る
こ
と

が
少
な
く
保
守
的
だ
と

い
う
従
来

の
評
価

と
は
全
く
逆

で
、
当
時

の
最
も
正
統

的
な

『
拾
穂
抄
』
は
も
と
よ
り
、
後
年

の
契
沖

よ
り
も
進

ん
で
い
る
と
言
え
る

解
釈

を
す

る
こ
と
も
あ

る
、
興

味
深

い
注

釈
書
と
言

え
る

の
で
は
な
か

ろ
う

か
。

七

本
稿

で
は
こ
れ
ま

で
、
『
秘
訣
抄
』
と
、
そ
れ
と
直
接
的

と
言

っ
て
も

さ
し

つ

か
え
な
い
ほ
ど

の
関
係
と
思
わ
れ
る

『
器
水

抄
』

や

『集
註
』
と
を
比
較
検
討
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〈
表

2
〉

器

水

抄

×

(

無

シ

)

口
傳
云
此
段
に
も
三
重
の
奥
義
あ
り

}
重

ハ
諸
抄
に
記
所
の
趣
業
平
妹
に
憐
懸
の
心
也

恋
に
ハ
あ
ら
す
と
云
説
二
重
に
ハ
恋
慕
の
心
な
り
と
み
る
其
故

ハ
物
語
の
文
章
を
ま
げ
ず

し
て
あ
り
の
ま
ゝ
に
見
れ
ハ
恋
の
心
明
也
業
平
妹
に
恋
慕
し
給

へ
る
と
云

ハ
あ
ま
り
な

る
や
う
に
覚
ゆ
れ

ハ
膠
て
憐
懲
と
い
ふ
也
紫
式
部
も
此
所
を
恋
慕
と
み
た
れ

ハ
こ
そ
源

氏
角
総
に
引
た
る
心
も
恋
慕
也
其
謹
文

ハ
次
に
記
す
三
重

ハ
此
物
語

ハ
虚
実
相
交

て
か

き
た
れ
ハ
傳
受
の
人
な
ら
で
ハ
此
所
す
み
に
く
き
も
の
也
此
段
第

一
に
む

つ
か
し
き
心

得
有
所
也
傳
受
す
る
人
も
稀
也
抑
此
所

ハ
虚
段
也
業
平
妹
に
恋
慕

の
心
決
定
し
て
な
き

事
也
世
上
の
思
ひ
か
け
も
な
き
事
な
れ

ハ
し
る
し
た
る
也
こ
れ
作
物
語
な
れ

ハ
也
若

い

さ
ゝ
か
も
其
気
ざ
し
実

に
有

ハ
か
き
し
る
す
ま
じ
き
子
細
を

よ
く
　

工
夫
す

べ
し
決

し

て
な
き
事
な

る
故

に
か
き
し
也
か
や
う

に
み
る
を
虚
を
虚

に
ミ
る
口
傳
と

い
ふ

也
し

か
る

を
習
し
ら
ぬ
人

ハ
実
名
あ
る
所
を
実
と
思
ひ
又
名

も
さ
だ
か
な

ら
ず
虚
説
と
見

ゆ
る
所

を

虚

と
思

へ
り
さ

に

ハ
あ
ら
ず
虚
段
と
み
ゆ
る
所

ハ
却
て
実
也

こ
れ
傳
受

の
事
也

ま

つ

一
重

の
通

り
の
説

に

ハ
此
段

ハ
妹
を
め
く
み
兄
を
敬

こ
と
を
書

り
兄
妹

ハ
五
倫

の

一
な
り

と

い

へ
り
是
表

の
説
な
り

○

(愚
見
抄
、
惟
清
抄
、
惟
清
抄
、
金
葉
集
、

源
氏
)

源
氏

に
書
た
る
も
あ
し
き
事
を
例

に
し
て
悪
を
す

る
を
戒

ん
為
也
非
義
を
義
と
す

る

ハ
小

人
也(孟

子
、
闘
疑
抄
、
梵
網
経
、
愚
見
抄
、
九
禅
抄
)

×

集

註

××

師
云
此
段
は
妹
を
め

ぐ
ミ
兄
を
敬

こ
と
を

書
り
兄
弟

ハ
五
倫
の

一
執
姻

(真

名

本
)

○○○×

秘

訣

抄

(愚

見

抄
)

○

(同
ジ
)

此
虚
実
の
習
を
し
ら
で
は

習
U
倒

口
團

×○××

右
源
氏

の
心
も
業
平
妹
に
恋
慕
の
心

あ

る
よ
し
に
て
紫
式
部

も
か
き
た
り
然

ハ

妹
憐
悉
と
み
る
は
ま
げ
た
る
説
な

る

へ

し
有

の
ま

ゝ
に
見

て
置

へ
し
と
か
く
虚

の
段
と
み
る
か
ら

ハ
何
事

も
悼
有

べ
か

ら
ず
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し
な
が
ら
、

『
秘
訣
抄
』

の
特
徴

・
傾
向

に

つ
い
て
考

察
し

て
き
た
。

そ

の
結

果
、
先
行
す

る

『
器
水
抄
』

・

『
集
註
』

の
注

の
削
除

・
改
変

・
批
判
等

に
見

出

さ
れ
る
傾
向

か
ら
、
『
秘
訣
抄
』
な

る
注
釈
書

は
、
『
伊
勢
物
語
』
を
和
歌
実

作

の
た
め
に
読

む
と

い
う
伝
統
的
な
態
度
を
保
持
し

つ
つ
、
そ
れ

に
加
え

て
、

物
語
を
虚
構
と
捉
え
、
し
か
も
道
徳
的
な
文
学
観

に
対
し

て
自
由

な
態

度
を
有

す

る
と

い
う

こ
と
な
ど
を
、
具
体
的

に
明
ら
か

に
す
る

こ
と
が

で
き
た
。

こ
う

し
た

『
秘
訣
抄
』

の
特
徴
は
、
同
時
期

の
正
統
的
な
注
釈
書

か
ら
は
な
か
な
か

窺
え
な

い
、
『
秘
訣
抄
』

の
注
目

に
価
す
る
点

だ
と
言

え
る
。

中
村
幸
彦
氏
は

「
伊
勢
物

語
と
近
世
文
学
」

(
『中
村
幸
彦
著
述
集
第

三
巻
』

所
収
)

に
お

い
て
、
近
世

に
お
け
る

『伊
勢
物
語
』

の
享
受

に
次

の
三
通
り
を

あ
げ
る
。

一
、
近
世
前
期

の
知
識
人

に
お
い
て
、
全
く

は
古
典
視
せ
ず
、
和
歌
実
作

の
典

範
と
す

る
な

ど
現
実
的
生
命
を
持

っ
た
も

の
と
し

て
読
む
場
合
。
ま
た
、

こ
の
物
語

に
は
事
実
が
含
ま
れ

る
と
考
え
、
人
倫

に
益
す
る
も

の
が
あ
る

と
考
え

る
。

二
、
近
世
後
期

の
国
学

に
お

い
て
、
全

く

の
古
典

と
し

て
、
当
代

の
文
学

と

一

線
を
劃
し

て
考

え
る
場
合
。

作
り
物

語
と
す
る
考

え
を
持

つ
。

三
、
教
養

の
低

い
人

々
に
多

い
立
場

で
、
『
伊
勢
物
語
』
の
本
文

に
直

に
接
す

る

こ
と
が
な
く
、
「昔
男
」
即
ち
業
平

の
こ
と
と

し
て
伝
説
と
な

っ
た
こ
と

の

理
解

に
よ

っ
て
、

こ
の
物
語

に
対
す

る
態
度
。

そ
し

て
、
本
稿

に
取

り
あ
げ

た

『
秘
訣
抄
」
に

つ
い
て
中
村
氏

は
、
本
稿
三
十
六

頁

ド
段

の
引
用

「物
語

一
部
全
篇

を
見

る
べ
し
…
…
」
を
引
き
な
が
ら
、

一
と

二
の
中

間
の
、
僅

か
に
あ

る
過
渡
的
な
見
方

で
あ

る
と
触
れ

て
い
る
。

さ
て
、
『伊
勢
物
語
』
の
享
受
史
を
踏
ま
え

つ
つ
、
『
昔
男
時
世
赦
』
(享
保
十

六
年
刊
)

な
る
浮
世
草
子
調

の
俗
解
本

に
注
目
し
た

の
が
、
日
野
龍
夫
氏

「
国

学
以
前

の
古
典
享

受
」
(
『宣

長
と
秋
成
』
昭

59

・
n
)
で
あ

っ
た
。
日
野
氏
は
、

こ
う
し
た

「
民
間
通
俗

レ
ベ

ル
」

の
側

の
も

の
に
、
幽
斎

・
貞
徳

・
季
吟

な
ど

の
正
統
的

な
和
学
者

の
業
績
だ

け
か
ら

は
捉
え
ら
れ
な

い
、
宣
長
に
近

い
態
度

が
窺

え
る

こ
と
を
立
証
し

た
o

し
か
し
、
日
野
氏
が
取
り
あ
げ
た
問
題

は
、
そ

っ
く
り
そ

の
ま
ま

『秘
訣
抄
』

に
も
当

て
は
ま
る
の
で
は
あ

る
ま

い
か
。
否
、
む
し
ろ
、
延
宝
期

と
い
う
時
期

と

い
い
、
注
釈
書
と
い
う
形
態
と
い
い
、
『
秘
訣
抄
』
は
よ
り
ふ
さ
わ
し

い
も

の

と
思
わ
れ

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「秘

訣
抄
』
は
、
ま
さ
し
く
近
世
初
期

の
古
典
享

受
と
国
学

に
お
け
る
そ
れ
と
を
繋
ぐ
線
上

の
、

そ
の
中
間

に
位
置
す

る
も

の
だ

か
ら

で
あ
る
。
そ
し

て
、
前
述

し
た
よ
う
な
、
『秘
訣
抄
』
に
お
け

る
虚
構

の
意

識
、
文
学
を
道
徳

か
ら
解
放

す
る
態
度
な

ど
か

ら
は
、
既

に
、
近
世
初
期

に
お

け
る
道
徳
的

な
文
学
観

か
ら
の
乖
離
と
、

そ
れ

ゆ
え

に
国
学

へ
と
通
じ
る
文
学

観

と
が
窺
え
る
と
言

え
る
。

と
す
れ
ば
、
中
村
幸
彦
氏

の

『
秘
訣
抄
』

に
対
す
る
、

一

(
近
世
初
期

の
享

受
)
と
二

(
国
学

に
お
け
る
享
受
)
と
の

「
過
渡
的

な
見
方
」
と
い
う
評
価

も
、

柳
か
再
考

の
余
地
が
あ

る
の
で
は
な

い
か
。

す
な
わ
ち
、

『
秘
訣
抄
』

は
単

に

「過
渡
的
」
と
言
う
だ
け

で
は
す
ま
す

こ
と
の

で
き
な
い
、

こ
の
時
代
と
し

て

は
き
わ
め

て
評
価

で
き
る
文
学
観

を
も

つ
と
思

わ
れ

る
の
で
あ

る
。

『
秘
訣
抄
』
に
、
一
見
、
宣
長

の
も

の
の
あ
は
れ
の
説

に
通

じ
る
か

の
よ
う
な

見
解
が
見
え
る

こ
と
は
前
述

し
た
。

こ
こ
で
直
接
的
な
影
響
関
係
を
言
う

つ
も

り
は
全
く
な
い
が
・
宣
長
の
『寳
暦
二
年
以
後
購
求
鷺

書
籍
附
書
臥
譲

は
・

『秘

訣
抄
」

の
書
名

が
二
箇
所

に
見

え
る
。
果
た
し

て
、
宣
長
は
読
ん

で
い
る

で
あ
ろ
う
か
。

こ
の

『秘
訣
抄
』

の
板
行

さ
れ
た
約
十
年
後
、
時
代

が
元
禄
期

に
入

る
と
、

文
学

は
人
情
を
道
う
も

の
で
あ
る
と

い
う
文
学
思
潮
が
お

こ
る
と
い
う

(中
村
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幸
彦
氏

「文
学

は

『
人
情
を
道
ふ
』

の
説
」
、
『
中
村
幸
彦
著
述
集
第

一
巻
』
所

収
)
。

さ
す
れ
ば
、

『秘
訣
抄
』

は
、
元
禄
期
を

や
が

て
迎
え

よ
う
と

い
う
延
宝

期

の
文
学
思
潮

の
姿
を
、
『伊
勢
物
語
』
注
釈
と

い
う
限
ら
れ
た
範
囲
内

に
お

い

て
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
ゆ
え
に
か

え

っ
て
具
ハ体
的

に
表
わ
す

一
書

で
あ

っ
た
と

言
え
よ
う
。

註

1

引
用
は
九

州
大
学
附
属

図
書
館
蔵
本

に
拠

る
。
九
大
本

は

「延
寳
七
年
己
未
九
月
二
十

一
日
/
中

野
太
郎

左
衛
門
板
行
」

と
い
う
刊
記
を
有
す

る
。

大
津
氏

や
田
中
氏

に
よ
れ

ば
、
書

騨
名

を

「
書
林
薬
師
構
蔵
版
」

と
す

る
本
も
存
す

る
が
、
未
見
。

2

箱
書

に

「鳥
丸
光
広
卿
筆
」
と
あ
る
も

の
の
、
大
津
有

一
氏

は
、
載
文

の
記
述
な
ど
か

ら
、

光
広

の
著

述
で
も
書

写

で
も
な
い
と
し
、

田
中
宗
作
氏
も

そ
れ
に
従

っ
て
い
る
。

3

『拝
海
』
に

つ
い
て
は
、
近
時
、
入

口
敦
志
氏

「
『伊
勢
物
語
拝
海
』
の
位
置

段

の

大
意
を
中
心
と
し
て

」

(「語
文
研
究
」

64
、
昭

62

・
12
)

が
あ

る
。

4

大
津
氏

・
田
中
氏

前
掲
書
、

及
び
註

3
参

照
。

5

大
津
氏
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、

一
華
堂
乗
阿

に
関
係
が
深
い
と
思

わ
れ
、
「集
註
』
と

の

関
わ
り
も
指
摘
さ
れ
る
も
の
に
、
『伊
勢
物
語
新
註
』
が
あ
る
。
『新
註
』
は
、
写
本

で
大

本
三
冊
、
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
。
上
巻
末

に

「
右
伊
勢
物

語
新
註

古
人
之
説

く
古
來
諸

我
師

、
花
堂
乗
阿
翁
之
相
傳
方

く
集
合
本
説
全
部
為
三
巻
者
也
」
と
あ
り
、
『集
註
』
と

同
じ
く
、
乗
阿

の
説
を
門
人
が
ま
と
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
内
容

は

『
集
註
』
に
ほ
ぼ

重
な

る
が
、
以
下
相
違
す

る
点
を
あ
げ
る
。
ま
ず
、
い
わ
ゆ
る
段

の
大
意

が
ほ
と
ん
ど
段

末

に
位
置
す

る
こ
と
。
ま
た
、
『新
註
』
の
み
に
文
章

が
付
加

さ
れ
る
例

も
数

は
少
な

い

が
あ

る
。
例
え
ば
、

業

平
も
此
段

ノ

一
念

ヲ
種
と
し

て

一
生
好
色

二
而
万
代
迄

不
儀

の
名

を
残
せ
り
是

を

し
ら
し
め
後
人

ノ
悪
心
を

ひ
る
か

へ
さ
ん
教

二
書
け
る
段
也

〈
一
段
〉

と
い
う
の
も

こ
の

一
例

で
、
『集
註
』
よ
り
教
戒
性
が
高
く
な

っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

詳
細

に

つ
い
て
は
後

に
期

し
た
い
。

6

『
近
世
著
述
目
録
集
成
』

(昭

53

・
12
)。

7

註

6
参
照
。

8

『集
註
』
の
引
用
は
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

に
拠

る
。
但
し
、
九
大
本
は
、
「承

磨

二
癸

巳
年

三
月
吉

日
/
室
町
通
鯉
山
町
/
梓
行
轡
囎
輔
雌
輔
剛
」
と

い
う
刊
記
を
も

つ
後

印
本
。

9

引

用
は
九

州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

に
拠
る
。
但
し
、
九
大
本

の
刊
記
は

「延
賓
五
年

/
丁
巳
九
月
吉

日
」

と
あ
る
の
み
で
、
書
騨
名

の
な

い
後
印
本
。

10

冨
倉
徳
次

郎
氏

は
前
掲
書

に
お
い
て
、
『
徒
然
草
大
全
』

に

つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ

る
。

言
う
所
は
穏
健

で
あ
る
が
、

も
し
幽
斎
が

こ
う
し
た
考
察
を
徒
然
草

に
対

し
て
下

し

て
い
た
と
し
た
ら
、

そ
れ
は
時
代
的

に
見

て
、

あ
ま
り

に
行
き
と
ど
い
た
考
察

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
高
田
宗
賢
が
玄

旨
説

を
発
展

せ
し
め
た
も

の
で
あ
り
、
そ

の
意
味

で
、

延
宝
期

の

一
つ
の
徒
然
草
観
と
し

て
見
る

べ
き
も

の
と
思
う
の
で
あ

る
。

11

一
華
堂
乗
阿
の
文
学
観

に

つ
い
て
、
小
高
敏
郎
氏

は

「
一
華
堂
乗
阿

・
切
臨

の
学
統
」

(『近
世
初
期
文
壇

の
研
究
』
所
収
、
昭
39

・
11
)

に
お
い
て
、

以
下

の
よ
う

に
言
う
。

す
な
わ
ち
、

そ
の
学

問
観

は
、

文
学
と

は
芸
術
的
な
美
を
も
と
め
る
と
い
う
唯
美

的
文
学
観
で
は
な
く
、
正
し
い
生
き
方
を
求
め

る
た
め

の
も

の
と
す
る
、
道
的
な
、

倫
理
的
な
文
学
観

で
あ

っ
た
。
ま
た
そ
の
学
問
方
法

は
、
網
羅
集
成
的

で
、
実
証
的

な
手
が
た
さ
を
備

え
て
は
い
る
が
、

師
説
を
尊
重
し
、

時

に
盲
目
的

に
こ
れ
を
信

ず
る
傾
き
が
あ
る
。

12

日
野
龍

夫
氏
は

「国
学

以
前

の
古
典
享
受
」
(前
出
)
に
お
い
て
、
『
昔
男
時
世
牧
』
の

四
十

九
段

で
、

同
腹

の
兄
妹

の
全
き
恋
愛
と

い
う
、

契
沖
を
も
超
え
る
解

釈
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
注
目

し
、

道
徳
的
解
釈
か
ら
自
由
な
、

こ
う
し
た
民
間
通
俗

レ
ベ
ル
の
も

の
に
、
宣
長

に
通

じ
る
態
度
が
見
出

さ
れ

る
と
述

べ
た
。

13

『契
沖
全
集
第
九
巻
』
(昭

49

・
4
)。

14

『本
居
宣
長
全
集
第
二
十
巻
』
(昭

50

・
8
)。

(付
記
)

本
稿
を
成
す

に
当

た

っ
て
、

貴
重
な
蔵
書

の
閲
覧

・
複

写
を
快
諾

さ
れ

た
関
係

諸
機
関

に
対

し
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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